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PI-Forum 誌発刊によせて 

PI-Forum 理事長 石川雄章 

 PI-Forum の設立からもうすぐ３年になろうとし

ている。これまで、社会的な合意形成に関する国際

セミナーや様々な分野の専門家によるワークショッ

プなど、一歩一歩ではあるが信頼される活動を目指

して着実に取り組んできた。最近では、私たちの考

える基本的な価値を「コア・バリュー」という形で

世に問うたところである。そして振り返れば、これ

らの活動は、ＮＰＯとしての社会貢献以上に、私た

ちにとって、素晴らしい人と出会い、様々な考え方

や経験に接することができる、「学びの場」であった。 

 この３年間に、「社会的な合意形成」は大きな課題

として注目されてきた。身近なところでは迷惑施設

やまちづくりに伴う住民合意、大きなところでは環

境問題や国際紛争の解決などだ。市民、企業、行政

などの関係者やテーマによって対処方法は異なるが、

その根底にある考え方は実は普遍的でシンプルであ

る。それは、「お互いが自分の意見を明らかにし、相

手の意見に耳を傾け、win-winの関係を目指して共通

の目標や解決策を一緒に考え、異なる意見から紛争

ではなく新しい価値を生み出すこと」だと思う。こ

れから日本が、文化や慣習、国益の違いを乗り越え、

国際社会の一員としての役割を担っていくためには、

このような考え方がより重要になるに違いない。

PI-Forum では、市民と行政という視点から、「３つ

のＰＩ」の中でそれを示したつもりである。 

 一方、そのような社会の実現には継続的な取り組

みが必要だろう。考え方が社会で認知されることは

もちろん、様々な知恵や経験が社会全体の財産とし

て蓄えられることが不可欠だからだ。すでに、様々

な分野でＰＩに関する取り組みは始まっている。必

要なことは、分野を超えて知恵や技術や経験を共有

すること、理論と現場を結び付けることなど、知恵

と知恵、経験と経験、人と人の出会いが化学反応を

引き起こし、新たに生み出された知恵と人のネット

ワークが広がる環境を作ることだと思う。

PI-Forum のミッションはまさにそれである。 

 このような意味からも、今回刊行する本誌は、私

たちのＮＰＯ活動の中核を担うものであり、多様な

分野の専門家や実践者が知恵や経験を提供する場と

して大きな意味を持っている。それゆえ本誌では、

信頼性のある有用な情報を提供するクオリティを維

持しつつ継続すること、分野を超えた知恵と人のネ

ットワークを広げる場となること、を目指したい。 

 最後に、私たちの思いと可能性に応えてくれた寄

稿者の方、スポンサーの方、そしてボランティアで

編集にあたってくれた若手の専門家に感謝し、発刊

のご挨拶といたします。 
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２ndステージを迎えたＰＩと PI-Forum への期待 
 

筑波大学システム情報工学研究科 教授 

石田 東生 

 

 パブリックインボルブメント（ＰＩ）という言葉

がわが国で最初に行政文書に掲載されたのは 1996

年のキックオフレポートであった。キックオフレポ

ートは、「あなたの声からはじまる道づくり」という

タイトルからも分かるように、道路整備５カ年計画

に国民の声を反映することを目的に行われた一連の

活動の中心となったもので、道路政策を巡る１２の

テーマを対象に自由回答方式で国民の皆さんから意

見をいただくという試みであった。全国の３５，０

００人を超えるかたがたから総数で１２万件を超え

る意見をいただいたという非常に大きな規模のパブ

リックコメントであり、ここでの意見は全国で多数

開催された公聴会・シンポジウム・自治体への意見

照会などで寄せられた他の意見とともに、道路審議

会として提言した建議ならびに道路整備５カ年計画

に反映されている。建議では特に道路政策・計画立

案プロセスにおけるＰＩや政策評価の重要性も強く

主張されており、後のＰＩの先駆けとなったと評価

できる。以来、高速道路、幹線道路、コミュニティ

道路の計画において多くの様々なＰＩが実践されて

きている。また、国においてもコミュニケーション

型国土行政の創造（1999）、公共事業の説明責任向上

行動指針 (1999)、道路計画合意形成研究会提言

（2001）、市民参画型道路計画プロセスのガイドライ

ン（2002）など矢継ぎ早に指針やガイドラインを策

定していて、参画型の社会資本整備や公共事業を推

進している。 

 現在もなお根強いものであるが公共事業批判や道

路事業批判が強く、また当初はＰＩという言葉が耳

慣れないこともあり、ＰＩを実施するときには担当

者の間で、「何をどうするのか、どのように考えれば

よいのか」という相当肩肘の張った議論がなされた

と記憶している。これに比べると今は隔世の感があ

る。ＰＩのもたらした様々な効果が担当者にもまた

参加者にも実感され、行政のあり方についての議論

もあって、現在ではＰＩの実施は当たり前になって

いる。当初の肩肘張った緊張感の伴うＰＩではなく

て、笑顔と協働に満ちた当たり前のセカンドステー

ジのＰＩが始まったと考えたい所以である。しかし、

２ｎｄステージのＰＩは実施することに意味のあっ

た時代から、実施して効果を生み出すことを求めら

れる時代でもある。 

 このように考えると、ＰＩのより広範な効果的な

実践に関して問題が全くないとはいえない。ＰＩを

担う人の育成の問題、ＰＩをより効果的効率的にす

るための制度の問題、ノウハウ・スキルの蓄積と共

有の問題、ＰＩを念頭に置いた計画プロセスの再構

築の問題などである。これらの問題の解決や概念・

技術の広範な普及にPI-Forumが果たす役割と期待

は大きい。特に、PI-Forum が産・官・学という人

の構成の面でも、道路やまちづくりといった社会基

盤整備・公共事業から環境問題・科学技術の普及と

いう対象領域という広がりの面からも、また、コミ

ュニケーション技術から計画プロセスや評価方法の

あり方などを含む計画・政策・プロジェクトのマネ

ジメントなどという関心領域やアプローチのあり方

においても、分野横断的であること、多様な人材が

参加し活動していることを考え合わせると、期待は

ますます大きくなる。今までも様々な実践活動が行

われてきたが、電子ジャーナルの発行によってさら

に会員の間で２ｎｄステージのＰＩが抱える様々な

課題が議論され、共有されることを通して、今後さ

らに必要性が増大するＰＩの発展に貢献することを

心より期待したい。 
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